
  

 一 般 質 問 

令和６年 ３回（９月）南関町議会定例会 

番 質問者 質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

１２番議員 

立山 秀喜 

 

（一問一答） 

 

副町長不在について 

 

 

道路問題について 

 

 

農業振興について 

 

副町長が不在になって、一年近くなるが問題ないか。 

 

 

町道の管理はどのようになっているか。 

 

 

基盤整備の進捗状況はどうなっているか。 

 

 

町長 

 

 

町長 

 

 

町長 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０番議員 

山口 純子 

 

（一括） 

 

 

 

 

 

 

町内高齢者のひとり

暮らしの現状と課題

と対策について 

 

 

 

 

 

 

 

１ 現在、町内高齢者( 7 5歳以上)は何人かを尋ねる。

２ ひとり暮らし高齢者は何人かを尋ねる。     

３ 家族同居だが、昼間ひとり暮らしと想定される高齢

者は何人かを尋ねる。             

４ 緊急連絡制度があるが、詳細の説明を求める。  

  今現在の活用者は何人かを尋ねる。       

   緊急連絡制度の周知啓発は充実できているかを尋

ねる。 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

６番議員 

中村 正雄 

 

（一問一答） 

 

子どもの幸せを実現

する教育について 

 

 

 

 

 

 

行政サービスの外部

化について 

 

 

 

ＡＩ時代に「生きる力」を身につけることができる、

町の教育体制について問う。 

 

１ ＡＩ時代における「自ら学ぶ力」の重要性について 

２ 「読解力・伝える力」の育成方法について 

３ 指導者の変化について 

 

 

住民にとって直営サービスとの違いと管理監督体制

の公開について問う。 

 

１ 外部化の推移と計画について 

２ 外部化された公共サービスを評価する体制と住民・

議会への公開について 

３ 外部化された公的資金の監査と住民・議会への公開

について 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 



 

４ 

 

 

 

２番議員 

伊藤 博長 

 

（一括） 

 

就農者の確保策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

身寄りのない高齢者

の終活支援策につい

て 

 

農業者の高齢化に伴い、担い手不足が深刻化している

中、基盤整備による土地の集積や地域計画の作成など行

われているが、就農者がいての話であり、就農者の確保

に向けた取り組みを地道に継続する必要がある。 

過去 10 年間の専業農家、兼業農家の年代別就農者の

推移と、南関町での就農者の確保策について問う。 

 

 

少子高齢化の進行とともに、近年、身寄りのない高齢

者終活支援を整える自治体が増えつつある。 

一人暮らしの高齢者世帯数の推移と今後の予測、南関

町での身寄りのない高齢者の終活支援策の現状につい

て問う。 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

５ 

 

４番議員 

西田 恵介 

 

（一括） 

 

ふるさと納税につい

て 

 

１ ふるさと納税の近年の件数、寄付額について現状を

どうとらえているか。 

２ 返礼品の米が減少しているが、その理由はなにか、 

また、対策について尋ねる。 

３ 返礼品の新規開拓などの対策について尋ねる。 

また、今後のまちの方向性について尋ねる。 

 

 

町長 

 

６ 

 

１番議員 

福山 美佳 

 

（一括） 

 

魅力を創造する新う

から館について 

 

１ 利用者等が日常的に活用できる場所の提供及び 

交流の場となるための運営ビジョンや管理体制の計

画について尋ねる。 

２ うから館までの交通手段について町の考えを伺う。 

３ ワークショップ等で集約した意見を本活用ビジョ

ンで反映できたのか、について説明を求める。 

また、今後運営開始前のワークショップ等は開催する

のか町の考えを問う。 

 

 

町長 

教育長 



 

７ 

 

５番議員 

北原 浩一郎 

 

（一問一答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

フットパスの活用に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

南関町地域未来構想

の進捗状況について 

 

フットパスの持つ可能性に期待する。下記の側面か

ら、どのように活用していくのか町長および関係各課の

考えおよび政策を尋ねる。 

① 健康推進課 健康増進の側面から  

② 総務課 地域活性の側面から 

③ 教育課 社会教育の側面から  

④ まちづくり課 観光振興の側面から  

 

 

１ 南関町の人口予測は、国立社会保障人口問題研究所

が2040年 6,055人、2045年5,403人。南関町人口ビ

ジョンでは2040年7,047人、2060年 6,000人を目指

すとなっている。町長の2045年の人口予測を尋ねる。 

２ 地域未来構想の実現に向けて早期実現先導事業5件

は 1～3 年をめどに着手するとなっている。それぞれ

の状況を尋ねる。 

３ 中長期推進事業の一つである住民提案型支援事業

が始まって3年目となるが、令和6年度の採択状況を

どう捉えているのか尋ねる。 

４ 人口減少社会のまちづくりは人づくりに尽きると

考える。住民が主体的に関わり運営するまちづくり組

織の具現化に向けてのステップを尋ねる。 

 

 

町長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

８ 

 

９番議員 

境田 敏高 

 

（一括） 

 

 

空き地の適切な管理

について 

 

 

行政改革について 

    

 

全国で増加する空き地の荒廃が生じているが、わが町の

空き地の現状と対策について尋ねる。 

 

 

第六次行政改革実施計画が進められているが、各行政区

の現状と課題を尋ねる。 

 

 

町長 

 

 

 

町長 

 


